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総務産業委員会 令和５年10月31日（火）～11月２日（木）

兵庫県西宮市、神戸市（人と防災未来センター）、小野市、高砂市
■西宮市
　「浸水対策、避難所設置について」
　浸水対策の事例紹介では、道路や公園の地下などに雨水貯
留施設を整備し、市内１１か所、総量約１万５千トンの雨水
貯留施設を整備しています。また、小中学校や公園のグラン
ド表面に雨水を一時的に貯留し、下水道への雨水流出を抑え
る流出抑制施設を市内の小中学校５８校、公園９か所に設置
し、総量約２万トンの雨水貯留施設を整備していました。
　避難所になる体育館では、現在中学校１９校は空調を完備
し、小学校４０校は計画的に設置を行っていました。

■神戸市
　「人と防災未来センターについて」
　阪神・淡路大震災で何が起こっていたのか。これから子ど
もたちに何を伝えなければならないか。二度とこのような災
害が起こらないようにするにはどうしたらよいのか。様々な
知恵や知識を分かりやすく発信して、災害に強いまちづくり、
地域づくりに役立つ取組が紹介されていました。

■小野市
　「防災センターの機能、防災備蓄倉庫について」
　小野市の外国籍人口は１ ,１６２人。最も多い国籍はベトナ
ム国籍５９４人で半数を占めています。市民研修室において、
日本人とベトナム人の防災交流会を行っています。子どもと
親の防災ガイドブックは英語版を発刊しており、その中に、
災害時に役立つ多言語ツールとして、対応アプリＶoiceＴra
（ボイストラ）が紹介され、救急搬送時もそのアプリを使用し
ているとのことでした。
　また防災備蓄倉庫の管理について、備蓄品の５年ごとの見直しに伴い、備蓄目標計画を作
成していました。実際の倉庫を視察すると、配置図どおりに備品が整理整頓されており、誰
でも素早く持ち出しができるようになっていました。

■高砂市
　「治水対策について」
　浸水被害を解消するためには、「流す」対策だけでは不十分であり、田んぼダム・ため池・
校庭貯留・各戸貯留対策が必要とのこと。雨水貯水タンク設置助成金制度を平成２８年度か

ら開始し、現在までに１２８件・容量２万６千リットル余りの雨水対
策を行っています。

　今回の行政視察を受け、今後の防災・減災に関する代表・一般質問
や政策提言へつなげていけるよう、引き続き調査研究を重ねてまいり
ます。

西宮市議場にて

人と防災未来センター

雨水貯水タンク

小野市防災センター
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令
和
六
年
　
年
頭
の
ご
挨
拶

議
　
長

　
横 

山
　
　
真

副
議
長

　
井 

上
　
　
登

諏訪市議会は市民に開かれた議会、信頼される議会を目指し、
議員と市民の皆さんが意見を交わす「議員と語っチャオ‼」を
毎年開催しています。
これまでは、市民の皆さんと議員がグループで話し合う形式
で開催してきましたが、今回は趣向を変え、テーマ、時間とも
自由に「ふらっと、ゆっくり」お寄りいただき、個別に意見交
換を行いました。午前１０時から午後５時まで議員が３班に分
かれ、皆さんとリラックスした雰囲気で、文化センターの改修
や地域資源、観光、身近な地区の問題に関することなど様々な
分野にわたる意見や課題、要望等をうかがいました。
当日は２３名の方が次々と来場され、アンケートでは、「ざっくばらんに話ができた」「気軽に悩
みが相談出来た」「続けてほしい」「丁寧に話を聞いてもらった」等のご意見が寄せられ、初めての
試みではありましたが概ね好評価をいただけたように思います。
諏訪市議会として、皆さんから頂いた貴重なご意見を共有し、活動の参考にさせていただくとと
もに、今後もこのような意見交換等の場を設けていきたいと考えておりますので、引き続きご理解
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

 “議員と語っチャオ !!” を開催しました

なお、「議員と語っチャオ‼」で出されたご意見等は
市議会ＨＰにアップしましたので、ご覧ください。

こちらから

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
六
年
甲
辰
の
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
諏
訪
市
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
民

の
た
め
に
な
る
議
会
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
心
・
安

全
で
活
力
あ
る
諏
訪
市
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和５年度

議会

TOPI
CS
１ ふらっと、ゆっくり

令和５年 11月 26日（日）

駅前交流テラスすわっチャオにて
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《全会一致で可決等された案件》
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号

第５１号
第５２号

第５３号
第５４号
第５５号
第５６号
第５７号
第５８号
第５９号
第６０号
第６１号
第 ９ 号

報告

議案

議員議案

■

■

■

専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めるについて）
諏訪市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
諏訪市常勤特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について
諏訪市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第６号）
督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例を定めるについて
諏訪市職員定数条例の一部改正について
諏訪市一般職の職員の給与に関する条例及び諏訪市公営企業職員の給与の種類
及び基準を定める条例の一部改正について
諏訪市駅前交流テラスすわっチャオ条例の一部改正について
諏訪市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について
諏訪市空家等対策協議会条例の一部改正について
財産の譲与について
公の施設の指定管理者の指定について
公の施設の指定管理者の指定について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第７号）
令和５年度諏訪市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
諏訪市国民健康保険税条例の一部改正について
令和５年度諏訪市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度諏訪市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
イスラエルとイスラム組織ハマスによる戦闘の即時停戦を求める決議について

令和５年第６回（12 月）定例会　審議結果

議会だより94号のアンケート結果

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

7人 7人 1人

2人10人 3人

7人 6人 2人

8人 5人 2人
★たくさんのご意見・ご感想ありがとうございました。

本誌の内容はわかりやすいと思いますか。１

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

表紙や見出しについてのイメージはいかがですか。２

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

紙面構成、レイアウトはいかがですか。３

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

写真や図の使い方はいかがですか。４

12人 3人

良い　　　まあ良い　　　普通　　　あまり良くない　　　良くない

２頁の決算一覧表内で空きスペースを入れて「億」
「万」の単位で揃えましたが、読みやすさはいかが
ですか。

５

議会だより　モニター通信
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◎
議
案
第
48
号　

督
促
手
数
料
の
廃
止
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

を
定
め
る
に
つ
い
て

　　

令
和
５
年
４
月
よ
り
、
金
融
機
関
の
窓

口
に
お
け
る
督
促
手
数
料
の
徴
収
事
務
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
今
後
の
事
務

の
効
率
化
と
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
に

向
け
、
市
税
等
に
つ
い
て
督
促
手
数
料
を

廃
止
す
る
た
め
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　

督
促
手
数
料
を
廃
止
し
た
場
合
、
徴

収
率
は
ど
う
な
る
か
。

　
　

督
促
手
数
料
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ

る
徴
収
率
へ
の
直
接
の
影
響
は
、
ほ
ぼ
な

い
と
考
え
る
。

　
　

督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
時
間
で
よ
り
接
触
の
機
会
が

増
え
て
徴
収
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

督
促
手
数
料
の
事
務
に
か
か
る
時
間

は
年
間
約
200
時
間
で
あ
る
。そ
の
時
間
を

本
来
の
徴
収
業
務
で
あ
る
、
納
税
者
の
納

税
意
識
の
向
上
、納
税
相
談
、訪
問
に
か
け

る
時
間
に
充
て
、
市
民
の
実
情
に
合
わ
せ

た
滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と
で
、
徴
収
率

を
上
げ
て
い
け
る
と
考
え
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
54
号　

財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

　

湖
南
１
３
１
６
番
１
地
先
の
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
、
隣
接
す
る
土
地
の
所
有
者
で

あ
る
企
業
か
ら
利
用
を
し
た
い
旨
の
申
出

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
橋
り
ょ
う
を

無
償
譲
渡
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
６
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
が
求
め
ら
れ
る
も
の
。

　
　

橋
の
撤
去
工
事
の
予
定
価
格
は
。

　
　

120
万
円
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
57
号　

令
和
５
年
度 

諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

主
な
内
容
は
下
記
別
表
の
と
お
り
。

　
　

車
両
管
理
費
に
つ
い
て
、
燃
料
費
高

騰
の
対
象
と
な
る
公
用
車
は
何
台
か
。㋑

　
　

58
台
。

　
　

住
民
情
報
の
共
同
処
理
の
内
容
は
。㋺

　
　

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
、
外
字

（
PC
な
ど
の
文
字
入
力
ソ
フ
ト
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
文
字
）
と
し
て
登
録
し
て
い

る
似
た
字
を
同
定
し
て
い
く
こ
と
。

　
　

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
、
下
諏
訪
町
で
は
中
学
生

も
対
象
に
し
て
い
る
と
の
報
道
だ
が
、
そ

の
検
討
は
し
た
の
か
。㋩

　
　

検
討
は
行
っ

た
が
、
今
回
は
着
用

を
推
進
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
小

中
学
生
の
着
用
率

は
高
い
た
め
見
送
っ
た
。

　
　

新
技
術
・
新
製
品
開
発
費
補
助
金
は

申
請
が
あ
り
既
に
交
付
済
み
か
。㊁

　
　

審
査
会
が
年
に
１
回
あ
り
、
令
和
６

年
２
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。審
査

を
し
て
対
象
の
10
社
を
選
定
予
定
。

　
　

消
防
団
の
退
団
者
が
増
え
た
理
由
は

何
か
。㋭

　
　

定
年
、
転
勤
等
で
活
動
が
で
き
な
い

方
以
外
に
、
各
分
団
で
活
動
さ
れ
て
い
な

い
方
の
整
理
を
行
っ
た
た
め
。

　

全
会
一
致
可
決
。

議案審査 総務産業委員会 12 月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　藤森 靖明

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。　△は減額補正です。

補正予算（議案第 47号・第 57号　総務産業委員会付託分　※11/28 即決分含む）

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

増減金額項 目議案 主な内容

2,102万9千円

第47号

第57号

184万2千円

100万円

200万円

△239万3千円

総務費

公債費

消防費

土木費

商工費

4,531万5千円

198万円

91万4千円

553万5千円

260万円

200万円

100万円

184万2千円

△239万3千円

自治体情報システムの標準化に向けた住民情報の共同処理に係る委託料㋺

車両管理費（エネルギー価格の高騰等に伴い不足する燃料費）㋑

循環バス運行事業費

UIJ ターン就業移住支援補助金の増額

新技術・新製品開発費補助金の増額㋥

自転車用ヘルメット購入支援事業補助金㋩

消防団員の退職者増に伴う退職報償金等㋭

市債の金利見直しによる影響額分

可決

可決可決

問問 答答

問問 答

問問問問 答答答答答

人事院勧告等に基づく給与改定及び人事異動による給与費
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議案審査 社会文教委員会 12 月定例会で付託された案件と、委員会審査の内容です。
委員長　近藤 一美

◎
議
案
第
48
号　

督
促
手
数
料
の
廃
止
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

を
定
め
る
に
つ
い
て

　　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
督

促
手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
も
の
。

　
　

督
促
手
数
料
は
年
間
ど
の
く
ら
い
の

金
額
な
の
か
。

　
　

令
和
４
年
度
決
算
で
は
、６
万
1,200
円
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
51
号　

諏
訪
市
駅
前
交
流
テ
ラ

ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

調
理
研
修
室
の
利
用
時
間
帯
の
変
更
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
及
び
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
区
分
に
半
面
使
用
が
追
加
さ
れ

る
も
の
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

―

ス
は
ど
の
よ
う
に
半
面
使
う
の
か
。

　
　

状
況
に
合
わ
せ
て
移
動
式
の
パ
ネ

ル
、ポ
ー
ル
や
テ
ー
プ
で
間
仕
切
り
す
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
56
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　　

諏
訪
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
西

山
の
里
」に
つ
い
て
、次
の
５
年
間
の
指
定

管
理
者
を
定
め
る
に
つ
き
、
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
る
も
の
。

　
　

選
定
審
査
会
で
の
評
価
点
に
つ
い

て
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

決
し
て
低
い
数
字
で
は
な
い
。責
任

を
持
っ
て
運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
57
号　

令
和
５
年
度 

諏
訪
市

一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
７
号
）

　　

主
な
内
容
は
下
記
別
表
の
と
お
り
。

　
　

障
害
児
通
所
給
付
費
に
つ
い
て
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
は
ど

の
く
ら
い
増
え
た
の
か
。㋑

　
　

具
体
的
な
数
は
言
え
な
い
が
、
発
達

特
性
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
増
え
て
お
り
、

療
育
サ
ー
ビ
ス
を
抵
抗
感
な
く
使
う
家
庭

が
増
え
て
き
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　

す
わ
っ
こ
ラ
ン
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
支
援
の
補
助
額
の
算
出
方
法

は
。㋺

　
　

指
定
管
理
者
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
の
使
用
量
実
績
及
び
見
込
み
と
令
和
３

年
度
と
の
差
異
に
基
づ
き
算
出
し
て
い

る
。

　

全
会
一
致
可
決
。

◎
議
案
第
59
号　

諏
訪
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　　

出
産
す
る
被
保
険
者
に
係
る
保
険
税
の

所
得
割
額
及
び
被
保
険
者
均
等
割
額
に
つ

い
て
、
出
産
前
後
の
計
４
か
月
分
を
免
除

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
も

の
。

　
　

こ
の
免
除
は
今
年
度
限
り
の
も
の
か
。

　
　

今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
。

　

全
会
一
致
可
決
。

※補正額と主な内容の合計金額は一致しない場合があります。

補正予算（議案第 57号・第 60号　社会文教委員会付託分　※12/14 即決分含む）

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

主
な
質
疑

主
な
質
疑

補正額項 目議案 主な内容

第57号

第60号

1,163万8千円

1億6,144万円

721万9千円

4,926万3千円

3億6,203万8千円

総務費

民生費

衛生費

教育費

民生費

住民基本台帳、戸籍、戸籍の附票に係るシステム改修費
訓練等サービスの利用者増加に伴う就労継続支援給付費等
介護サービスの利用者増加に伴う生活介護給付費等
後期高齢者医療広域連合関係経費
放課後等デイサービス利用者等の増加に伴う給付費等㋑
すわっこランド費（指定管理者への光熱水費に対する補助金）㋺
小中学校内の感染症対策及び学習保障のための消耗品費
小中学校給食費補助金
小中学校、生涯学習施設、スポーツ施設に係る光熱水費
国民健康保険会計繰出金
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援金給付事業費

1,163 万 8千円
3,400 万円
4,600 万円
1,529 万円

6,381 万 6千円
721万 9千円

951万円
1,033 万 2千円
2,942 万 1千円
541万 8千円
3億 5,662 万円

可決可決

可決可決

可決

問問 答

問 答答問答

問答問答
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●
駅
周
辺
事
業
の
今
後
は
？

　
　

駅
周
辺
に
は
「
上
諏
訪
駅
周
辺
ま
ち

な
か
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」「
エ
キ
ま
ち
カ
イ

ギ
」「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
等
々
互
い
に
関

連
し
合
う
事
業
が
複
数
あ
る
が
、
担
当
部

署
も
違
う
中
で
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
上
げ

る
の
か
。

　
　

現
在
は
事
業
ご
と
所
管
す
る
部
署
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
連
絡
会
議
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
全

体
を
統
括
す
る
専
門
部
署
の
設
置
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

旧
東
バ
ル
建
屋
が
使
用
中
止
と
な
り

本
年
は「
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
」が
岡
谷
市

に
て
開
催
さ
れ
た
が
、
会
場
の
手
狭
感
な

ど
か
ら
旧
東
バ
ル
建
屋
で
の
再
開
を
望
む

声
を
聞
く
。他
の
イ
ベ
ン
ト
等
か
ら
も
同

様
の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
使
用

再
開
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　

使
用
再
開
の
た
め
に
は
、
安
全
性
の

確
保
、耐
震
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
、そ
の

た
め
の
改
修
工
事
に
は
多
額
な
費
用
が
必

要
と
な
る
。諏
訪
湖
イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば
整

備
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
の
た
め
に
多
額

の
費
用
を
か
け
る
の
は
現
実
的
で
は
な

く
、解
体
の
方
向
で
進
め
て
い
く
。

●
安
心
・
安
全
へ
の
取
組
は
？

　
　

昨
今
は
線
状
降
水
帯
の
よ
う
な
集
中

豪
雨
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
上
川
等
が
越
水

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
緊
張
す
る

場
面
が
し
ば
し
ば
あ
る
。治
水
対
策
と
し

て
諏
訪
湖
の
予
備
放
流
を
望
む
声
も
多
い

が
、
そ
の
た
め
に
は
河
川
や
諏
訪
湖
の
し

ゅ
ん
せ
つ
が
必
要
と
な
る
。ま
た
河
川
内

に
は
実
生
木
が
茂
り
河
川
氾
濫
へ
の
懸
念

が
指
摘
さ
れ
対
応
が
望
ま
れ
る
。県
事
業

で
は
あ
る
が
市
の
対
応
は
。

　
　

諏
訪
湖
流
域
治
水
促
進
期
成
同
盟
会

に
お
い
て
も
、
諏
訪
湖
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は

最
重
要
事
項
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。ま

た
河
川
内
の
実
生
木
等
の
除
去
は
中
門
川

上
流
か
ら
角
間
川
、
島
崎
川
が
交
わ
る
区

域
の
現
地
視
察
を
通
し
、
県
に
対
し
て
地

元
の
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今

後
も
引
き
続
き
県
に
要
望
を
し
て
い
く
。

　
　

過
去
に
冠
水
被
害
を
経
験
し
て
い
る

上
諏
訪
地
区
の
水
路
調
査
を
実
施
し
た
と

思
う
が
、
調
査
結
果
と
地
域
要
望
の
大
き

い
内
水
排
除
ポ
ン
プ
へ
の
対
策
は
。

　
　

当
該
地
区
区
長
と
の
「
関
係
行
政
機

関
／
区
及
び
関
係
者
の
対
話
の
集
い
」
を

通
し
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
官
民
で
情
報

共
有
を
行
い
、
千
貫
溝
や
並
木
水
路
を
は

じ
め
、
各
区
の
排
水
経
路
の
確
認
を
行
っ

た
。一
部
に
関
し
て
は
本
年
度
堆
積
土
の

除
去
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。県
の
調
査
で

も
指
摘
の
あ
っ
た
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
能

力
不
足
に
関
し
て
は
問
題
解
消
に
向
け
、

令
和
６
年
度
に
ポ
ン
プ
の
設
置
を
進
め
て

い
く
。

　
　

災
害
時
の
備
え
、
避
難
計
画
に
つ
い

て
、
共
助
の
精
神
が
育
ま
れ
る
中
で
要
支

援
者
に
対
す
る
避
難
計
画
策
定
は
進
ん
で

い
る
と
理
解
す
る
が
、
個
人
の
避
難
計
画

作
成
を
促
し
て
い
る
の
か
。

　
　

個
人
の
避
難
計
画
を
「
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」と
呼
び
、自
宅
の
災
害
リ
ス
ク

を
把
握
し
、
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
・
避

難
経
路
・
避
難
先
を
計
画
し
、
家
族
間
で

共
有
す
る
。作
成
促
進
に
向
け
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
て
あ
る
が
、
出
前
講

座
の
内
容
の
見
直
し
や
広
報
に
特
集
記
事

等
を
掲
載
す
る
な
ど
更
に
啓
発
に
取
り
組

み
た
い
。

　
　

避
難
所
の
運
営
は
誰
が
主
体
な
の

か
。避
難
者
自
ら
が
運
営
に
関
わ
る
こ
と

で
心
が
落
ち
着
き
、
ス
ト
レ
ス
も
緩
和
さ

れ
る
効
果
が
あ
る
と
の
話
を
聞
く
。避
難

所
運
営
に
対
す
る
考
え
方
、
備
え
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
に
対
応
し
た

「
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、

市
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。避
難
所
を

円
滑
か
つ
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、
避
難
所
に
い
る
避
難
者
を
含
め
た
す

べ
て
の
関
係
者
が
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
。避
難
所
機
能
の
強
化

が「
共
助
推
進
」の
要
と
な
る
た
め
、
様
々

な
支
援
等
を
総
合
的
に
整
理
し
て
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
諏
訪
湖
か
ら
見
る
海
の
環
境

　
　

海
洋
で
確
認
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
諏
訪
湖
、
河
川
を
通
し

我
々
の
生
活
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い

る
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
外
に
出
さ
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
対
策
や
代
替
品
へ

の
シ
フ
ト
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　

行
政
と
し
て
は
、
一
人
一
人
に
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
課
題
を
認
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
市
民
へ
正
確
な
情
報
を
提

供
し
、行
動
変
容
を
呼
び
か
け
て
い
く
。ま

た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
企
業

と
の
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
に

給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
た
。こ
れ
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
使
い
捨
て
カ
ッ
プ
等
の
ご

み
削
減
と
マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
へ
の
シ
フ
ト

を
啓
発
す
る
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も

の
。こ
う
し
た
民
間
事
業
者
と
の
協
働
を

進
め
な
が
ら
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
い
く
。

代表質問 各グループ（会派）が、政策上の問題などについて質問するものです。掲載内容は、主な質問と答
弁であり、代表者の文責によるものです。※各議員のQRコードから代表質問の動画にリンクできます。

吉澤 美樹郎

新
政
す
わ

答

問問 答答

問問 答答

問答 答

問

減災への準備

問
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●「
子
育
て
す
る
な
ら
諏
訪
市
」
と
言
え

る
よ
う
な
子
ど
も
に
優
し
い
環
境
整

備
に
つ
い
て

　
　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
は
。

　
　

市
内
に
あ
る
民
間
の
幼
稚
園
型
の
認

定
こ
ど
も
園
が
受
け
皿
と
な
っ
て
お
り
、

具
体
的
な
要
望
は
う
か
が
っ
て
い
な
い
。

令
和
７
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
三
期
諏

訪
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

策
定
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
年
明
け
か

ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。認
定
こ
ど
も

園
に
限
ら
ず
、
本
市
の
幼
児
教
育
・
保
育

や
子
育
て
に
関
す
る
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
丁

寧
に
把
握
し
て
い
く
。

　
　
　

子
育
て
世
代
に
魅
力
を
感
じ
る
ス

テ
ー
ジ
を
用
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
に
は
、子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
制
度
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
発
展
的
で
未
来
あ
る
諏
訪
市
に
な
る

こ
と
を
望
む
。

　
　

小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
ま
た
は

補
助
の
拡
大
に
つ
い
て
は
。

　
　

食
材
料
費
高
騰
に
よ
り
現
行
の
給
食

費
で
は
献
立
の
質
、
量
と
も
に
維
持
が
困

難
。現
行
１
食
当
た
り
15
円
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
が
、さ
ら
に
小
学
校
10
円
、中
学

校
25
円
の
増
額
が
必
要
。保
護
者
負
担
を

鑑
み
て
給
食
費
を
従
前
の
ま
ま
と
す
る
た

め
の
補
正
予
算
案
を
今
議
会
に
上
程
し

た
。な
お
、無
償
化
に
は
約
２
億
２
千
万
円

が
必
要
で
市
単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
。

●
観
光
地
と
し
て
の
諏
訪
市
の
未
来
に

つ
い
て

　
　

二
種
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成
金
制

度
の
構
築
に
つ
い
て
は
。

　
　

地
域
の
担
い
手
問
題
に
つ
い
て
は

「
２
０
２
４
年
問
題
」に
直
面
す
る
観
光
バ

ス
業
者
や
タ
ク
シ
ー
業
者
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
業
種
で
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。国

で
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
講

座
を
受
講
し
た
場
合
に
、
そ
の
受
講
料
の

一
部
を
支
援
す
る
「
特
定
一
般
教
育
訓
練

給
付
金
制
度
」が
あ
り
、第
二
種
免
許
取
得

の
場
合
は
費
用
の
40
％
、
20
万
円
を
上
限

に
給
付
さ
れ
る
。窓
口
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
な
り
、
市
か
ら
も
こ
の
制
度
を
紹
介
し

て
い
る
。運
輸
業
に
限
ら
ず
多
く
の
業
種

で
人
材
確
保
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、国
や
県
の
制
度
と
連
携
し
、助
成
金
支

給
を
含
む
総
合
的
な
市
内
事
業
者
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

●
諏
訪
市
の
温
泉
の
未
来
永
劫
継
続
に

つ
い
て

　
　

地
区
の
共
同
浴
場
は
高
齢
者
の
利
用

が
多
く
、
憩
い
と
存
在
確
認
の
場
所
で
も

あ
る
が
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
補
助

の
検
討
は
で
き
る
の
か
。

　
　

共
同
浴
場
は
地
区
の
財
産
で
全
世
代

が
利
用
の
対
象
。福
祉
施
策
で
の
課
題
解

決
は
難
し
い
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援

す
る
補
助
が
あ
る
た
め
、
活
用
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　

諏
訪
市
民
の
温
泉
に
対
す
る
位
置

づ
け
は
重
要
で
あ
る
。ど
う
し
た
ら
市
民

が
市
民
の
特
権
と
し
て
よ
り
温
泉
に
親
し

み
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討
し
、

ぜ
ひ
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤森 綾子

代表質問

市
民
第
一

問問 答

問

問

答答

答

憩いの場所である区営温泉

要
望

要
望

議会
TOPICS

２
諏訪市子育ち支援ネットワークとの
意見交換会 令和５年 10月 30日（月）

第二期諏訪市子ども・子育て支援事業計画に掲げられている４つ
の基本目標「多様な幼児教育・保育の充実」、「子育てを支える地域活
動の育成」、「安心して妊娠・出産・育児ができる環境づくり」、「男女
がともに働きやすい環境の整備」について、それぞれの立場で活発に
意見交換を行いました。今後も子育て環境がよくなるように、子育て
環境のニーズや時代のタイミング等をしっかりと捉えて、必要とされ
る施策を実現できるよう提案していきたいと思います。

え
い
ご
う



8

一般質問 市政全般について個々の議員が自由に質問するものです。掲載内容は、主な質問と答弁の要旨
であり、質問者の文責によるものです。※各議員の QR コードから一般質問の動画にリンクできます。

●
防
災
に
つ
い
て

　
　

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
総
合
防
災

訓
練
に
長
野
県
福
祉
大
学
校
の
参
加
が
あ

っ
た
と
聞
い
た
が
、参
加
ま
で
の
経
緯
は
。

　
　

清
水
４

区
・
赤
羽
根

区
・
武
津
区

の
三
区
が
日

頃
か
ら
の
交

流
を
通
じ

て
、
避
難
所

に
関
す
る
協

議
を
重
ね
て

き
た
。「
駐
車

場
だ
け
で
も
利
用
し
た
い
。」と
の
申
し
出

に
、「
体
育
館
を
開
放
す
る
の
で
、
屋
内
へ

避
難
す
る
の
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。」と
学

校
側
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

市
民
や
大
学
校
の
感
想
は
。

　
　

市
民
か
ら
は
福
祉
に
関
す
る
学
校
な

の
で
避
難
先
と
し
て
安
心
感
が
あ
る
と
の

評
価
。学
校
か
ら
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、

早
い
段
階
か
ら
区
長
と
打
合
せ
を
し
て
き

た
の
で
負
担
感
は
な
か
っ
た
。地
域
と
の

連
携
を
深
め
る
面
で
も
あ
り
が
た
い
。ま

た
、
学
校
か
ら
は
引
き
続
き
協
力
し
た
い

と
の
申
し
出
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

各
避
難
所
内
の
配
置
図
の
作
成
を
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　

配
置
図
を
作
成
し
て
い
る
避
難
所
も

あ
る
が
、
未
作
成
の
箇
所
は
今
年
整
備
し

た「
広
域
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
基
に
関

係
者
と
の
合
意
形
成
を
得
て
展
開
し
て
い

く
。

　
　

配
置
図
の
写
真
等
を
カ
ー
ド
に
し
、

誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
避
難
所
運

営
の
グ
ッ
ズ
と
一
緒
に
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ

て
お
く
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
「
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
」は
配
備
し
て

あ
る
が
、
配
置
図
カ
ー
ド
は
有
効
な
も
の

で
あ
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。

　
　

毎
年
行
っ
て
い
る
施
設
ご
と
の
備
蓄

品
の
確
認
は
、
危
機
管
理
室
の
職
員
だ
け

で
は
な
く
、
施
設
管
理
者
や
施
設
担
当
と

な
る
職
員
と
顔
合
わ
せ
も
兼
ね
、
一
緒
に

現
地
確
認
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

関
係
者
と
協
議
を
行
う
。

　
　
　

誰
も
が
避
難
所
の
開
設
が
で
き
、

運
営
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
　

防
災
拠
点
と
な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
設

置
の
考
え
は
。

　
　

将
来
的
な
庁
舎
の
建
て
替
え
時
の
機

会
を
捉
え
現
時
点
で
は
研
究
に
と
ど
め
て

い
る
。

●
諏
訪
市
の
ハ
ー
ド
事
業
は
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
？

　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
必
要
な
ハ

ー
ド
事
業
は
多
く
あ
る
。豊
田
小
建
設
は

17
億
６
千
万
円
か
か
っ
て
い
る
が
、
小
中

一
貫
校
建
設
の
財
政
的
負
担
は
。

　
　

小
中
一
貫
校
と
な
る
こ
と
や
環
境
へ

の
配
慮
、
物
価
高
騰
等
で
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
。

　
　

保
育
園
も
老
朽
化
で
建
て
替
え
の
必

要
が
あ
る
。負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

豊
田
保
育
園
建
設
に
係
る
費
用
は
約

４
億
５
千
万
円
。同
規
模
の
園
の
建
設
で

も
資
材
高
騰
や
人
件
費
高
騰
に
よ
り
当
時

以
上
の
費
用
が
か
か
っ
て
く
る
。

　
　

市
庁
舎
も
老
朽
化
。今
後
、何
年
使
用

可
能
か
。建
設
費
用
の
想
定
は
。

　
　

建
設
後
55
年
余
を
経
過
。今
後
15
年

の
間
に
建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
。現
敷

地
ま
た
は
移
転
か
、
他
の
公
共
施
設
と
の

複
合
型
か
等
で
費
用
が
大
き
く
異
な
り
一

般
的
な
建
設
費
を
示
す
の
は
難
し
い
。参

考
と
し
て
同
規
模
自
治
体
で
あ
る
中
野
市

が
約
40
億
円
で
本
庁
舎
建
て
替
え
を
し
て

い
る
。

　
　

橋
も
老
朽
化
し
て
い
る
。橋
の
架
け

替
え
は
大
変
高
額
。見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
414
橋
梁
の
う
ち
約
３
割
が
50
年

経
過
。令
和
20
年
に
は
７
割
に
な
る
。イ
ン

フ
ラ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
喫
緊
の
課
題
。

　
　

今
後
除
去
し
て
い
く
施
設
は
。

　
　

旧
城
北
小
、旧
東
バ
ル
建
屋
、諏
訪
市

公
民
館
、公
民
館
別
館
、教
員
住
宅
な
ど
が

廃
止
、集
約
化
。解
体
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
数

千
万
規
模
、も
し
く
は
そ
れ
以
上
か
か
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
高
額
に
な
る
。

　
　

そ
の
他
に
改
修
、
更
新
が
必
要
な
施

設
は
何
が
あ
る
の
か
。

　
　

個
別
施
設
計
画
で
廃
止
、
集
約
化
の

方
針
が
出
て
い
る
も
の
が
該
当
す
る
。

　
　
　

生
活
に
必
須
な
イ
ン
フ
ラ
等
に
つ

い
て
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い

事
業
が
数
多
く

あ
る
。何
を
選

択
す
る
か
は
将

来
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
。

事
業
の
見
通
し

や
財
政
状
況
を

き
ち
ん
と
市
民

に
示
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

岩波 万佐巳

要
望

高木 智子

訓
練
時
の
会
場
の
様
子
　
手
前
の

簡
易
テ
ン
ト
を
広
げ
て
奥
に
並
べ

て
あ
り
ま
す
。片
付
け
に
は
少
し
コ

ツ
が
必
要
で
す
。

問

答

問答

問問問 答答答問答

文化センター以外にも多額の費用がかかる多くの
ハード事業が…！！

問問問 答答答

問問問 答答答要
望
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一般質問
●
温
泉
関
係
の
補
助
金
創
設
に
つ
い
て

　
　

温
泉
利
用
者
及
び
組
合
等
に
対
し

て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
観
点
か
ら

温
泉
関
係
の
補
助
金
制
度
創
設
の
考
え

は
。

　
　

今
年
度
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て

「
地
域
資
源
由
来
再
エ
ネ
導
入
可
能
性
調

査
」
を
実
施
し
て
い
る
。こ
の
調
査
に
よ

り
、
諏
訪
市
内
に
お
け
る
地
中
熱
や
温
泉

熱
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
明
ら
か
に
な
る
。地
中

熱
も
含
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
施

策
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
手
法
で
効
果

的
に
生
か
す
の
か
研
究
し
て
い
く
。

●
香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
に
つ
い
て

　
　

現
在
の
状
況
と
市
民
へ
の
周
知
は
。

　
　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

過
去
10
年
間
の
相
談
の
う
ち
、
令
和
３
年

に
「
洗
濯
の
際
の
柔
軟
仕
上
げ
剤
の
に
お

い
」
に
関
す
る
消
費
相
談
が
１
件
あ
っ
た

の
み
で
あ
る
。市
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
て
、「
香
害
に
苦
し
ん
で
い
る
方

が
い
る
」こ
と
へ
の
理
解
と
、「
柔
軟
仕
上

げ
剤
使
用
の
配
慮
」に
つ
い
て
、消
費
者
庁

等
が
発
行
し
て
い
る
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を

活
用
し
、
周
囲
の
人
へ
の
配
慮
な
ど
市
民

に
対
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

●
通
報
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
　

道
路
修
繕
及
び
市
政
へ
の
通
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
の
考
え
は
。

　
　

諏
訪
市
公
式
L
I
N
E
に
オ
プ
シ
ョ

ン
と
し
て
道
路
修
理
箇
所
通
報
シ
ス
テ
ム

機
能
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。写
真
の
位
置

情
報
、
所
管
課
を
特
定
す
る
た
め
の
通
報

の
分
類
、状
況
説
明
、発
生
日
な
ど
を
送
信

す
る
操
作
が
必
要
で
あ
り
、
操
作
手
順
な

ど
を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ

の
他
の
取
組
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
16

日
か
ら
公
開
型
GIS「
す
わ
な
び
」で
市
の
道

路
台
帳
の
公
開
運
用
を
始
め
た
。ま
た
、３

D
都
市
モ
デ
ル
と
し
て
、
市
の
様
々
な
都

市
デ
ー
タ
や
施
設
情
報
を
重
ね
合
わ
せ
た

３
次
元
で
表
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
今
年
度
末
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
就
労
機
会
拡
大
に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行

に
伴
い
、
経
済
活
動
が
活
発
に
な
り
人
手

不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。岸
田
首
相

が
「
超
高
齢
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
国

際
会
議
」で
、
高
齢
者
の
就
労
促
進
、
高
齢

者
が
地
域
で
働
け
る
場
や
社
会
を
支
え
る

活
動
が
で
き
る
場
の
拡
大
に
取
り
組
む
と

語
っ
た
。介
護
・
福
祉
人
材
が
将
来
的
に

も
不
足
す
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。市
側

の
所
見
は
。

　
　

我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
人
材
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。特
に
介
護
職

の
な
り
手
不
足
や
離
職
等
に
よ
り
人
手
不

足
は
事
業
所
を
運
営
す
る
う
え
で
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
長
野
県
で
は

働
き
な
が
ら
介
護
資
格
を
無
料
で
取
得
で

き
る
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

●
民
生
児
童
委
員
制
度
に
つ
い
て

　
　

民
生
委
員
と
児
童
委
員
の
役
割
と
人

数
、活
動
費
は
。

　
　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
基
づ
い

て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
特
別

職
の
地
方
公
務
員
。地
域
に
お
い
て
、住
民

の
立
場
か
ら
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
い
る
。ま
た
、全
て
の
民
生
委

員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
児
童
委
員

を
兼
務
。定
員
120
名
全
員
を
委
嘱
し
て
い

る
。活
動
費
と
し
て
県
と
市
か
ら
年
額
11

万
6,100
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
導
入
の
検
討
は
。

　
　

当
市
に
お
い
て
は
、
諏
訪
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
独
自
事
業
と
し
て
「
一
人
く

ら
し
高
齢
者
・
一
人
暮
ら
し
障
が
い
者
見

守
り
協
力
員
制
度
」を
実
施
し
て
い
る
。

●
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
完
成
に
つ
い
て
！

　
　

開
通
は
い
つ
か
。

　
　

令
和
６
年
４
月
１
日
全
面
開
通
に
な

る
予
定
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
は
自

転
車
15　

以
下
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト

着
用
、
左

側
通
行
と

し
、
案
内

看
板
や
の

ぼ
り
旗
を

設
置
す
る
。

伊藤 浩平

近藤 一美

国
の
５
省
庁
に
よ
る
啓
発
チ
ラ
シ

問答答 問

問答問答

いよいよ、４月１日から全面開通！意外と狭いのですれ
違いに注意。ルールをしっかり守りましょう。

km/h

問問 答答

答 問
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一般質問
●
地
域
教
育
　
地
域
に
学
び
、
地
域
に

生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る

　
　

郷
土
諏
訪
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
て

る
取
組
に
つ
い
て
、
諏
訪
市
文
化
財
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
、
小
学
生
を
対
象
に
ル
ビ
を

振
る
等
行
い
、
小
学
生
向
け
の
教
材
等
に

で
き
な
い
か
。　

　
　

文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
上
諏
訪

編
、四
賀
・
中
洲
編
、豊
田
・
湖
南
編
と
現

在
も
３
冊
と
も
頒
布
を
継
続
し
て
い
る
。

ル
ビ
を
振
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
難
し
い

漢
字
や
専
門
用
語
な
ど
が
多
い
の
で
必
要

性
は
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
は

３
冊
と
も
在
庫
が
あ
る
た
め
、
次
の
増
刷

や
改
訂
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
可
能
な
部
分

は
配
慮
し
て
い
く
。加
え
て
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
よ
る
子
ど
も
向
け
の
音
声
案
内
を
作
成

す
る
と
い
っ
た
取
組
な
ど
も
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

学
校
で
の
周
知
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
子
ど
も
達
に

知
っ
て
も
ら
い
、
郷
土
へ
の
理
解
や
愛
着

を
育
て
て
い
け
る
よ
う
、そ
し
て
、そ
の
資

料
が
積
み
重
な
り
、
い
つ
し
か
本
等
に
な

っ
て
い
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

●
保
育
所
支
援
ア
プ
リ
「
コ
ド
モ
ン
」
の

運
用
に
つ
い
て

　
　

今
後
市
で
は
、
コ
ド
モ
ン
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

保
育
ICT
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
と
し
て

令
和
５
年
11
月
24
日
に
全
て
の
公
立
保
育

園
で
導
入
が
完
了
し
た
。現
在
は
導
入
初

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
操
作
に

慣
れ
る
ま
で
、
活
用
し
や
す
い
機
能
か
ら

使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。定
額
サ
ー
ビ

ス（
サ
ブ
ス
ク
）も
コ
ド
モ
ン
上
で
連
携
可

能
と
な
る
の
で
、
保
護
者
や
保
育
現
場
な

ど
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら
、
利
便
性
の

向
上
や
負
担
軽
減
に
資
す
る
活
用
を
今
後

研
究
し
て
い
く
。

　
　
　

保
育
の
ICT
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

た
ば
か
り
で
、
保
育
士
の
方
々
も
慣
れ
る

ま
で
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
ア
プ
リ
の
追
加
・
お
む
つ
の
サ

ブ
ス
ク
等
の
検
討
を
宜
し
く
お
願
い
し
た

い
。

●
地
域
医
療
に
つ
い
て

　
　

地
域
医
療
圏
構
想
と
は
。

　
　

社
会
の
高
齢
化
や
労
働
人
口
な
ど
に

よ
る
医
療
需
要（
医
療
ニ
ー
ズ
）の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
各
地
域
に
適
し
た
医
療

体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
取
組
。病
院

の
機
能
分
化
と
連
携
に
よ
り
、
限
ら
れ
た

医
療
・
介
護
資
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に

使
っ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

　
　

諏
訪
赤
十
字
病
院
に
対
す
る
補
助
金

の
状
況
は
。

　
　
「
諏
訪
赤
十
字
病
院
移
転
新
築
補
助

金
」と
し
て
、約
１
億
6,800
万
円
を
交
付
し
て

い
る
。こ
の
補
助
金
は
、平
成
11
年
に
現
在

の
湖
岸
通
り
に
移
転
新
築
し
た
際
の
借
入

金
に
対
す
る
利
子
相
当
額
の
一
部
を
交
付

す
る
も
の
。総
額
約
48
億
円
を
支
援
す
る

予
定
。

　
　

諏
訪
赤
十
字
病
院
の
役
割
は
。

　
　

諏
訪
医
療
圏
の
基
幹
病
院
と
し
て
政

策
医
療
の
ほ
か
、
地
域
災
害
拠
点
病
院
・

地
域
医
療
支
援
病
院
・
救
急
救
命
セ
ン
タ

ー
等
の
認
定
に
基
づ
く
公
益
性
の
高
い
医

療
を
幅
広
く
担
っ
て
い
る
。今
後
の
圏
域

内
に
お
け
る
対
応
方
針
と
し
て
、
重
症
の

救
急
患
者
へ
の
対
応
や
手
術
な
ど
、
引
き

続
き
高
度
・
専
門
医
療
を
中
心
と
し
た
急

性
期
医
療
を
担
う
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と

を
主
た
る
役
割
と
す
る
と
と
も
に
、
周
産

期
医
療
、
精
神
疾
患
な
ど
特
定
の
診
療
に

対
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
示
さ

れ
て
い
る
。

公
立
病
院
を
設
置
し
て
い
な
い
諏
訪
市
に

お
い
て
は
、
地
域
の
中
核
的
な
病
院
と
し

て
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

回
復
期
・
慢
性
期
の
患
者
の
病
状
の
変
化

等
に
も
速
や
か
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
は
、
諏
訪
市
民

の
集
団
接
種
会
場
を
開
設
す
る
等
、市
民
・

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
と
っ
て
不

可
欠
な
病
院
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

諏
訪
市
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

牛山 実弦

諏訪赤十字病院

小泉 正幸

問答

要
望

要
望

問答

問問問 答答答
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●
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ
セ

　
　

児
童
・
生
徒
の
見
学
を
通
し
た
も
の

づ
く
り
教
育
と
は
。

　
　

も
の
づ
く
り
教
育
の
一
環
で
あ
る
諏

訪
圏
工
業
メ
ッ
セ
の
見
学
は
、
先
進
技
術

の
す
ば
ら
し
さ
、
開
発
や
生
産
な
ど
に
関

わ
る
人
の
熱
意
を
五
感
を
通
し
て
感
得

し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
出
会
い
や
郷
土

を
愛
す
る
心
情
を
育
む
場
と
し
て
い
る
。

　
　

も
の
づ
く
り
教
育
の
主
な
狙
い
は
。

　
　

地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
や
教
育
課

程
の
特
例
、実
践
の
積
み
重
ね
な
ど
、特
筆

す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
企
業
等
と
連
携
し
、協
力
を
得
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の
実
現
に
努

め
て
い
く
。

●
森
林
経
営　

　
　

各
地
区
の
新
規
取
組
へ
の
支
援
は
。

　
　

今
あ
る
森
の
恵
み
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
中
で
ク
ロ
モ
ジ

茶
、
目
薬
の
木
茶
、
樹
木
精
油
等
、
今
後
の

製
品
化
に
期
待
し
、
広
報
活
動
や
販
売
ル

ー
ト
の
紹
介
な
ど
相
談
を
受
け
て
い
く
。

　
　

森
林
を
生
か
し
た
地
域
振
興
、
後
山

に
お
け
る「
き

の
こ
の
里
」構

想
へ
の
支
援

は
。

　
　
「
き
の
こ

の
里
」構
想
は

地
域
に
住
む

人
々
の
意
欲

向
上
と
圏
域

外
か
ら
の
人
の
呼
び
込
み
、
活
気
あ
る
地

域
づ
く
り
に
資
す
る
取
組
で
あ
る
。国
や

県
の
合
致
す
る
支
援
を
案
内
す
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
は
情
報
発
信
媒
体
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

●
市
役
所
の
取
組
は

　
　

内
部
通
報
制
度
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
取
組
は
。

　
　

職
員
の
内
部
通
報
制
度
は
、「
諏
訪

市
公
益
通
報
の
処
理
に
関
す
る
要
綱
」
に

よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
。
総
務
課
が
窓
口

と
な
り
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
通
報
者
へ

の
不
利
益
な
取
扱
い
を
禁
じ
て
い
る
。

　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
に
つ
い

て
は
。

　
　

毎
年
、
様
々
な
職
層
に
対
し
て
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
お
か
し
い
と
思
っ
た

こ
と
を
指
摘
で
き
る
組
織
風
土
や
、
そ
れ

に
対
し
て
自
ら
改
善
を
し
て
い
け
る
組
織

の
自
浄
作
用
を
確
保
し
て
い
く
。

●
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　

茅
野
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な

い
。現
状
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

茅
野
市
へ
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
現

状
で
は
、
市
の
か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ
ス
も
茅

野
市
の「
の
ら
ざ
あ
」も
、
運
行
エ
リ
ア
は

そ
れ
ぞ
れ
の
市
域
内
。か
り
ん
ち
ゃ
ん
バ

ス
等
に
よ
り
茅
野
市
境
ま
で
行
き
、
そ
こ

で「
の
ら
ざ
あ
」に
乗
り
換
え
て
い
た
だ
く

等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

岡
谷
茅
野
線
の
増
強
を
図
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、い
か
が
か
。

　
　

ア
ル
ピ
コ
交
通
（株）
と
県
、
沿
線
４
市

町
で
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　

茅
野
市
と
の
連
携
は
。

　
　

上
諏
訪
駅
ー
諏
訪
大
社
本
宮
ー
前
宮

ー
茅
野
駅
と
い
う
ル
ー
ト
の
観
光
便
を
検

討
し
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

　
　

停
留
所
設
置
の
目
安
と
な
る
徒
歩
300

ｍ
を
歩
け
な
い
が
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。

適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

　
　

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
て
実
施
事
業
を
決
定
し
て
い

る
。来
年
度
か
ら
開
始
予
定
の
AI
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
実
証
事
業
の
成
果
と
効
果
を

検
証
し
た
上
で
、検
討
し
て
い
く
。

●
上
水
道
に
つ
い
て

　
　

自
宅
敷
地
内
の
漏
水
の
修
理
を
し
た

際
市
道
も
掘
る
こ
と
に
な
り
高
額
な
請
求

が
来
た
、と
の
相
談
を
受
け
た
。諏
訪
市
の

場
合
は
全
額
所
有
者
負
担
か
。

　
　

市
で
は
、
漏
水
の
発
生
地
点
で
水
道

局
と
市
民
の
負
担
を
分
け
て
い
る
。漏
水

地
点
が
市
道
や
国
道
、
県
道
な
ど
の
公
道

内
の
場
合
は
水
道
局
の
負
担
で
対
応
し
て

お
り
、
民
地
内
の
場
合
は
所
有
者
に
負
担

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

メ
ー
タ
ー
ま
で
の
修
理
費
用
は
全
額

市
で
負
担
す
べ
き
で
は
。

　
　

漏
水
箇
所
に
か
か
わ
ら
ず
市
に
よ
り

全
額
費
用
負
担
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

時
代
の
変
化
等
も
あ
る
の
で
、
他
の
自
治

体
の
実
施
状
況
等
の
研
究
に
努
め
、
精
査

し
た
上
で
、対
応
を
考
え
た
い
。

すわ市議会だより  R6.2.1

牛山　 正

大津　 学

茅野方面とのアクセスは…

問問問 問 答答答答

問問 答答

黒もじ茶（有賀林野㈱）と
樹木アロマオイル（上社周辺まちづくり協議会）

問答問答問問 答

問答問答

答
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●「
上
諏
訪
街
道
ま
ち
あ
る
き
呑
み
あ

る
き
」に
つ
い
て

　
　

今
後
の
展
望
は
。

　
　

五
蔵
の
中
か
ら
は
、
さ
ら
に
よ
い
お

酒
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
整
備
と
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
改
良
の
た
め
の
産
業
連

携
事
業
補
助
金
の
申
請
が
な
さ
れ
る
な

ど
、好
循
環
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。市
と

し
て
名
産
品
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
市
内

の
り
ん
ご
農
家
に
よ
る
り
ん
ご
飴
の
試
験

販
売
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
好
評
で
あ
り

手
応
え
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
。

●
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）に
つ
い
て

　
　

利
用
状
況
は
。

　
　

定
員
が
18
人
以
下
の
小
規
模
な
通
所

介
護
施
設
で
、
日
常
生
活
上
の
支
援
や
機

能
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
利
用

件
数
は
3,599
件
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
113.1
％

と
な
っ
て
い
る
。傾
向
と
し
て
地
域
密
着

型
の
小
規
模
な
事
業
所
の
利
用
が
増
え
て

い
る
状
況
。

　
　

介
護
職
員
不
足
の
状
況
は
。

　
　

2025
年
問
題
、
そ
の
先
の
2040
年
問
題
を

見
据
え
る
と
、
労
働
者
不
足
は
ま
す
ま
す

深
刻
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。諏
訪
広
域

介
護
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
通
じ
て
、
介
護
に

関
心
を
持
ち
、
将
来
介
護
職
を
担
う
人
材

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

●
若
者
の
就
労
状
況
に
つ
い
て

　
　

再
就
職
の
状
況
は
。

　
　

厚
生
労
働
省
が
令
和
５
年
に
公
表
し

た
新
規
学
卒
就
職
者
の
離
職
状
況
に
よ
る

と
、
新
規
大
卒
就
職
者
の
３
年
以
内
の
離

職
率
は
32.3
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
３
人
に

１
人
が
転
職
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
今
後
は
22
歳
〜
25
歳
頃
の
第
二

新
卒
採
用
や
経
験
者
採
用
と
い
っ
た
人
材

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
戦
略
が
重
要
に
な

る
。転
職
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
な
か
で
、

企
業
側
も
情
勢
に
あ
っ
た
採
用
戦
略
を
立

て
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を

確
保
し
、
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
に
方

向
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

●
教
え
て
！
諏
訪
市
職
員
の
人
数
や
給

料
の
こ
と

　
　

正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
は

何
名
い
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
正
規
職

員
487
名
、会
計
年
度
任
用
職
員
532
名
。

　
　

給
与
計
算
の
方
法
と
手
取
り
額
は
い

く
ら
な
の
か
。

　
　

給
与
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
正
規

職
員
は
給
料
表
の
給
料
月
額
に
各
種
手
当

を
加
算
す
る
方
法
に
よ
り
、
総
務
課
で
一

括
し
て
計
算
。会
計
年
度
任
用
職
員
も
原

則
同
様
。日
額
や
時
間
額
で
、報
酬
月
額
が

実
績
払
の
職
員

は
所
属
課
所
で

出
勤
明
細
書
を

作
成
、
そ
れ
に

基
づ
き
総
務
課

で
給
与
計
算
を

行
っ
て
い
る
。

手
取
り
額
は
総

支
給
額
か
ら
法

定
控
除
で
あ
る

所
得
税
、
住
民

税
、
社
会
保
険

料
等
を
控
除
し
た
も
の
が
手
取
り
額
、
差

引
支
給
額
と
な
る
。参
考
数
値
と
し
て
、差

引
支
給
額
は
部
長
級
約
39
万
円
、
課
長
級

約
36
万
円
、係
長
級
約
31
万
円
、初
任
職
員

主
事
級
は
約
18
万
円
。

　
　

人
件
費
は
１
か
月
い
く
ら
必
要
か
。

　
　

約
２
億
２
千
万
円
。内
訳
は

正
規
職
員　

１
億
６
千
万
円
、

会
計
年
度
任
用
職
員　

６
千
万
円
。

　
　

職
員
の
勤
務
管
理
は
ど
う
し
て
る
の

か
。

　
　

服
務
規
程
か
ら
休
憩
時
間
を
除
き
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
が

勤
務
時
間
。タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
の
管
理
は

行
っ
て
い
な
い
。休
暇
の
取
得
は
、事
前
に

年
次
休
暇
届
・
休
暇
欠
勤
等
承
認
願
を
上

司
に
申
請
す
る
。各
自
が
業
務
に
使
用
し

て
い
る
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
（PC）
の
ロ

グ
に
よ
り
客
観
的
な
労
働
時
間
の
把
握
が

で
き
る
。

　
　

職
員
の
離
職
率
と
職
員
サ
ポ
ー
ト
室

利
用
者
の
状
況
は
。

　
　

離
職
率
は
概
ね
２
〜
３
％
で
推
移
。

採
用
５
年
以
内
の
退
職
職
員
数
は
毎
年
２

〜
５
名
。職
員
サ
ポ
ー
ト
室
の
利
用
状
況

は
令
和
４
年
度
の
相
談
総
数
1,243
件
、
20
代

職
員
11.8
％
。若
い
職
員
へ
の
支
援
の
た
め
、

３
年
以
内
の
全
職
員
を
対
象
に
面
談
を
行

っ
て
い
る
。

藤森 靖明

森山 博美

2023 広域介護フェスタのチラシ

問答問答問答

問答

諏訪市役所

問問 答答

問問問 答答答
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●
中
高
年
シ
ン
グ
ル
女
性
の
生
活
困
窮

　
　

高
齢
女
性
の
貧
困
に
つ
い
て
、
市
長

の
所
見
は
。

　
　

中
高
年
の
女
性
は
雇
用
の
問
題
に
加

え
、健
康
・
介
護
・
年
金
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
。

　
　

生
活
費
に
お
け
る
家
賃
の
負
担
が
大

き
い
が
、住
宅
支
援
は
。

　
　

住
居
確
保
給
付
金
事
業
を
行
っ
て
い

る
。収
入
減
少
に
よ
り
住
居
を
失
う
お
そ

れ
の
あ
る
者
に
対
し
一
定
期
間
、
家
賃
相

当
分
を
支
給
す
る
。

　
　

女
性
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制
は
。

　
　

女
性
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
は
地

域
戦
略
・
男
女
共
同
参
画
課
、
こ
ど
も
課

に
お
い
て
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
。相

談
窓
口
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

●
民
生
児
童
委
員
の
成
り
手
確
保

　
　

期
待
さ
れ
る
役
割
が
増
え
る
一
方
、

高
齢
者
が
多
く
、負
担
軽
減
が
必
要
で
は
。

　
　

市
か
ら
依
頼
す
る
調
査
等
の
活
動
に

対
す
る
福
祉
委
員
報
酬
額
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
ま
ず
は
業
務
量
等
を
精
査
し
、
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

●
い
じ
め
・
不
登
校
問
題

　
　

諏
訪
市
立
小
中
学
校
の
い
じ
め
に
つ

い
て
、
千
人
当
た
り
の
認
知
件
数
は
全
国

平
均
と
比
べ
る
と
半
分
以
下
と
な
っ
て
い

る
。教
育
長
の
所
見
は
。

　
　

担
任
が
一
人
で
抱
え
込
む
ケ
ー
ス

や
、
教
員
の
目
が
届
か
ず
児
童
生
徒
が
抱

え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。い
じ
め
認
知
の
感
度
を
高
め
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
学
校
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
財
政
支
援
制

度
は
。

　
　

県
は
、
運
営
経
費
を
補
助
す
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
「
信
州
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
認
証
制
度
」
の
来
年
度
か
ら
の
運
用
開

始
に
向
け
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

非
正
規
で
働
く
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
常
勤
化
す
る
考
え
は
。

　
　

市
内
全
校
を
対
象
と
し
て
週
２
回
程

度
で
あ
り
、
相
談
は
相
性
に
よ
り
成
り
立

つ
側
面
が
大
き

い
。複
数
人
が

対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ

り
、
当
面
は
現

在
の
２
名
体
制

を
維
持
し
て
い

く
。

●
子
ど
も
の
有
給
休
暇
（
ラ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
）に
つ
い
て

　
　
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
、「
学
習
」

を
意
味
す
るLearning

と「
休
暇
」を
意

味
す
るV

acation

を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
。家
族
で
い
つ
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
の
か
計
画
を
立
て
、
事
前
に
学
校
に
届

け
を
出
せ
ば
、
保
護
者
の
休
み
に
合
わ
せ

て
、
年
間
３
日
ま
で
欠
席
扱
い
に
な
ら
ず

休
み
が
取
得
で
き
る
。導
入
は
い
か
が
か
。

　
　

本
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
メ
リ

ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。地
域
へ
の
波

及
効
果
、
経
済
効
果
等
を
含
め
研
究
が
必

要
で
あ
る
。

●
男
性
が
利
用
で
き
る
産
後
ケ
ア
事
業

制
度
へ
の
拡
充
は

　
　

海
外
の
調
査
で
は
産
後
に
う
つ
を
発

症
す
る
男
性
は
約
５
％
、
日
本
で
は
10
％

程
度
に
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。こ
の
事
業

の
対
象
を
男
性
へ
と
拡
充
し
、
男
性
を
対

象
に
し
た
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。制
度
の
拡
充
は
。

　
　

男
性
利
用
に
向
け
た
体
制
整
備
な
ど

の
課
題
も
あ
る
。今
後
、県
と
も
連
携
し
な

が
ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
３
歳
児
未
満
の
第
２
子
保
育
料
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
最
年

長
の
子
供
を
第
１
子
と
カ
ウ
ン
ト
し
、
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
第
２
子
は
半
額
、
第

３
子
以
降
は
無
償
。第
１
子
が
卒
園
し
て

も
、第
２
子
は
第
２
子
と
カ
ウ
ン
ト
し
、減

免
対
象
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　

保
育
料
の
減
免
措
置
を
設
け
た
場
合

に
は
、相
当
程
度
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●「
ひ
ろ
が
る
笑
顔
」
ゆ
め
保
育
所
プ
ラ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
十
分
に
ご
意
見
が
聞
け
な

か
っ
た
若
い
世
代
の
方
や
地
域
の
関
係
者

の
方
々
か
ら
、
改
め
て
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
保
育
所
プ
ラ
ン
の
推
進
を
一
段
と

加
速
し
て
い
く
。

市
内
に
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

井上　 登

小山 博子

問問問問 答答答答

問問問 答答答

早くプランが
進めばいいね！

問問 答答

問問 答答
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常任委員会 行政視察

社会文教委員会 令和５年10月４日（水）～10月６日（金）

■飛騨市
　「医療・介護・福祉人材の確保対策補助制度について」
　高齢化率３９％、「人口減少先進地」と自ら称する中で、包括
的な人材確保支援策を創設し、時流を捉えた様々な施策、空き
家等を社宅として借り上げる市内の介護事業所に対しての補
助やシニア世代の介護就労促進のための奨励金など、事業者
や市民に寄り添う施策を展開していました。

■かほく市
　「手ぶら登園（紙おむつのサブスク）について」
　「認定こども園について」
　認定こども園において保護者の負担軽減を目的として、紙
おむつ・おしりふきが直接園に届く月額定額サービス「手ぶ
ら登園」を導入するとともに、同時期にお昼寝ベッド「コット」
の導入を行っており、布団の持ち帰りを廃止していました。ま
た、登降園サービスアプリ「コドモン」の導入等と併せて保護
者のニーズを捉えていました。

■七尾市
　「子育て支援施策について」
　「認定こども園について」
　保育園・認定こども園の０～２歳児クラスにおいて、市が紙おむつメーカーと連携し全額
市の負担によりおむつ・おしりふき持参不要の「すまいる登園」を実施しており、保護者にと
っては紙おむつ代の軽減、保育士にとっては誰のおむつかを気にせず使用できるため、とても
よい施策であるとのことでした。
　また、第２子以降の保育料は無償となっており、医療費についても１８歳まで窓口無料とな
っていました。

■小松市
　「赤ちゃん紙おむつ定期便について」
　「認定こども園について」
　生後３か月～１歳の誕生日まで、月に１回見守り訪
問、子育てに関する情報提供を行い、併せて紙おむつを
無償で配達することで、市と子供・保護者の接点を作
る事業を実施していました。委託を受けた配達事業者
が毎月配達の際に対面によりコミュニケーションを図
ることで、保護者の精神的・経済的負担を軽減する仕
組みができていました。
　また、平成１８年度～令和２年度までの１５年間で保育所の統廃合、民営化が推進され、１
９施設から５施設となり、１４施設減少しました。（民間移行１０施設、統廃合４施設）

　高齢者社会の先進地の取組を学ばせていただき、また子ども子育て支援については、認定こ
ども園に移行する背景など参考になることが多くあり、とても勉強になりました。今後行政視
察で学んだことを諏訪市政に反映できるように努めてまいります。

かほく市役所

小松市議場にて

飛騨市役所

岐阜県飛騨市、石川県かほく市、七尾市、小松市
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総務産業委員会 令和５年10月31日（火）～11月２日（木）

兵庫県西宮市、神戸市（人と防災未来センター）、小野市、高砂市
■西宮市
　「浸水対策、避難所設置について」
　浸水対策の事例紹介では、道路や公園の地下などに雨水貯
留施設を整備し、市内１１か所、総量約１万５千トンの雨水
貯留施設を整備しています。また、小中学校や公園のグラン
ド表面に雨水を一時的に貯留し、下水道への雨水流出を抑え
る流出抑制施設を市内の小中学校５８校、公園９か所に設置
し、総量約２万トンの雨水貯留施設を整備していました。
　避難所になる体育館では、現在中学校１９校は空調を完備
し、小学校４０校は計画的に設置を行っていました。

■神戸市
　「人と防災未来センターについて」
　阪神・淡路大震災で何が起こっていたのか。これから子ど
もたちに何を伝えなければならないか。二度とこのような災
害が起こらないようにするにはどうしたらよいのか。様々な
知恵や知識を分かりやすく発信して、災害に強いまちづくり、
地域づくりに役立つ取組が紹介されていました。

■小野市
　「防災センターの機能、防災備蓄倉庫について」
　小野市の外国籍人口は１ ,１６２人。最も多い国籍はベトナ
ム国籍５９４人で半数を占めています。市民研修室において、
日本人とベトナム人の防災交流会を行っています。子どもと
親の防災ガイドブックは英語版を発刊しており、その中に、
災害時に役立つ多言語ツールとして、対応アプリＶoiceＴra
（ボイストラ）が紹介され、救急搬送時もそのアプリを使用し
ているとのことでした。
　また防災備蓄倉庫の管理について、備蓄品の５年ごとの見直しに伴い、備蓄目標計画を作
成していました。実際の倉庫を視察すると、配置図どおりに備品が整理整頓されており、誰
でも素早く持ち出しができるようになっていました。

■高砂市
　「治水対策について」
　浸水被害を解消するためには、「流す」対策だけでは不十分であり、田んぼダム・ため池・
校庭貯留・各戸貯留対策が必要とのこと。雨水貯水タンク設置助成金制度を平成２８年度か

ら開始し、現在までに１２８件・容量２万６千リットル余りの雨水対
策を行っています。

　今回の行政視察を受け、今後の防災・減災に関する代表・一般質問
や政策提言へつなげていけるよう、引き続き調査研究を重ねてまいり
ます。

西宮市議場にて

人と防災未来センター

雨水貯水タンク

小野市防災センター
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このたびの能登半島地震によりお亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみ申し上げます
とともに、被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。また、被災者の救済と被災地の復
興支援のために尽力されている方々に深く敬意を表します。

社会経済の急速な構造変化が進み、民意が多様化する中、地域の諸課題の解決にあたり住民
の代表である市議会の役割と責任が増大してきています。

令和５年５月に地方自治法改正案が可決・成立し、議員としての職務や、地方議会の役割などについて、
法律上で明確化されました。そこで今後も議会活動状況を積極的に公開することで、透明性を確保し、市民
の皆さんの多様な意見を把握するために、意見交換会や報告会など市民参加の様々な機会づくりに努めま
す。また、共有いただいたご意見を市政や議会運営に反映してまいります。

議 こ ん に ち は ！長 か ら室

議長　横山　 真

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
去
年
ま
で
と
は
違
っ
て
久
し

ぶ
り
に
自
由
が
き
く
暮
れ
正
月
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
初
当
選
し
て
議
員
生
活
１
年

目
の
４
分
の
３
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

「
こ
う
い
う
も
の
か
」
と
感
じ
て
い
て

も
「
去
年
ま
で
は
違
っ
た
よ
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
代
は
移
り
行
く
も
の
だ
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
す
。

物
事
は
広
い
視
野
で
見
る
こ
と
が

大
事
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
時

間
的
に
広
い
視
野
で
見
る
こ
と
も
大

事
で
す
。
つ
ま
り
過
去
か
ら
今
に
至

る
歴
史
を
学
び
、
先
の
未
来
を
見
通

し
な
が
ら
今
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

だ
、と
自
戒
し
て
お
り
ま
す
。

諏
訪
市
議
会
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
議
会
を
目

指
し
ま
す
。　

寒
さ
厳
し
き
折
、ご
自
愛
下
さ
い
。
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編
集
委
員
よ
り
ひ
と
こ
と

諏訪市議会では、皆さんの傍聴をお待ちして
います。予約は不要です。ご希望の方は、諏訪
市役所・議会棟2階の議会事務局窓口まで直接
お越しください。託児サービスは傍聴希望日の
5日前までにお申し込みください。

本会議の様子は、LCVの「かりんちゃんね
る」（111ch）で生中継しています。
また代表・一般質問の映像は定例会終了後に
YouTubeにて公開しています。各議員のQRコー
ドを読み込むと、動画一覧ページに移動しますの
で、ぜひご覧ください。また、本会議の会議録
は、図書館、市役所ロビー、ホームページ、議会
事務局で閲覧することができます。

議会に対して陳情書等を提出することがで
きます。ご意見や要望がある方は、議会に文書
でご提出ください。
○締切りは２月９日（金）正午までです。
○提出方法など、詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

議会を傍聴しましょう！

議会をテレビ・パソコンで見てみましょう！

請願・陳情を出しましょう！

３月定例会は、２月20日（火）招集予定です。

各議員の質問内容について、一覧を議会招集日を目安にホーム
ページに掲載させていただきますので、ご確認ください。

議会に参加しましょう

３月定例会のテレビ中継日程
月　日 会　　議

提案説明、議案質疑、付託
代表・一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告、採決

２月２０日（火）
２月２７日（火）
２月２８日（水）
２月２９日（木）
３月１４日（木）

詳しい日程は、招集日のおよそ2日前に決定し、ホーム
ページ等でお知らせする予定です。

諏訪市公式 LINEで議会だよりを配信しています！
諏訪市公式ＬＩＮＥにて議会だよりを配信しています。
諏訪市ＬＩＮＥ公式アカウント「友だち登録方法」：右記ＱＲコードを読み込むか、
ＬＩＮＥアプリ内で「諏訪市」または「＠suwacity」と検索してください！

友だち登録は
こちらから！
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